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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　換気情報を表示する方法において、
　機械的に換気される対象の１つ又は複数の呼吸パラメータに関する情報を伝える出力信
号を受信するステップと、
　前記受信された出力信号に基づいて、前記対象の一回換気量の体積成分を決定するステ
ップであって、前記体積成分が、肺胞死腔及び有効肺胞換気量を含み、前記肺胞死腔が、
肺胞を占めるが前記対象の肺における酸素交換に参加しない吸入ガスの体積であり、前記
有効肺胞換気量が、前記対象の肺における酸素交換に参加する吸入ガスの体積である、当
該決定するステップと、
　ユーザインタフェースを介して、呼吸ごとに更新された換気情報を提供し、前記対象の
診断及び／又は治療を向上させるように前記一回換気量及び前記体積成分並びに前記体積
成分間の関係の分析をユーザに対して直観的なものにする形で前記一回換気量及び前記体
積成分をグラフィックで表す視覚的表現を表示するステップと、
を有し、
　前記視覚的表現が、肺胞形状を絵で表すグラフィック要素を含み、前記グラフィック要
素の寸法が、前記一回換気量に対応し、前記グラフィック要素が、少なくとも２つの領域
を含み、前記少なくとも２つの領域が、前記肺胞死腔に対応する寸法を持つ第１の領域と
、前記有効肺胞換気量に対応する寸法を持つ第２の領域とを含む、方法。
【請求項２】
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　前記視覚的表現が、前記一回換気量及び前記体積成分をテキストで表す計算コラムを含
み、前記一回換気量及び前記体積成分が、前記一回換気量と前記体積成分との間の算術関
係を伝える算術演算子を持つ前記計算コラム内に配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記グラフィック要素は、前記グラフィック要素及び前記少なくとも２つの領域のそれ
ぞれの寸法が、呼吸中の前記少なくとも２つの領域の中及び外へのガスの流れを反映する
ように前記対象の呼吸中に変化するようにアニメーション化される、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　換気情報を表示するシステムにおいて、前記システムが、
　コンピュータプログラムモジュールを実行する１つ又は複数のプロセッサ、
を有し、前記コンピュータプログラムモジュールが、
　　機械的に換気される対象の１つ又は複数の呼吸パラメータに関する情報を伝える出力
信号を受信する通信モジュールと、
　　前記受信された出力信号に基づいて、前記対象の一回換気量の体積成分を決定する換
気パラメータ決定モジュールであって、前記体積成分が、肺胞死腔及び有効肺胞換気量を
含み、前記肺胞死腔が、肺胞を占めるが前記対象の肺における酸素交換に参加しない吸入
ガスの体積であり、前記有効肺胞換気量が、前記対象の肺における酸素交換に参加する吸
入ガスの体積である、当該換気パラメータ決定モジュールと、
　　ユーザインタフェースを介して、呼吸ごとに更新された換気情報を提供し、前記対象
の診断及び／又は治療を向上させるように前記一回換気量及び前記体積成分並びに前記体
積成分間の関係の分析をユーザに対して直観的なものにする形で前記一回換気量及び前記
体積成分をグラフィックで表す視覚的表現を表示するデータ表示モジュールと、
を有し、
　前記視覚的表現が、肺胞形状を絵で表すグラフィック要素を含み、前記グラフィック要
素の寸法が、前記一回換気量に対応し、前記グラフィック要素が、少なくとも２つの領域
を含み、前記少なくとも２つの領域が、前記肺胞死腔に対応する寸法を持つ第１の領域と
、前記有効肺胞換気量に対応する寸法を持つ第２の領域とを含む、システム。
【請求項５】
　前記視覚的表現が、前記一回換気量及び前記体積成分をテキストで表す計算コラムを含
み、前記一回換気量及び前記体積成分が、前記一回換気量と前記体積成分との間の算術関
係を伝える算術演算子を持つ前記計算コラム内に配置される、請求項４に記載のシステム
。
【請求項６】
　前記グラフィック要素は、前記グラフィック要素及び前記少なくとも２つの領域のそれ
ぞれの寸法が、呼吸中の前記少なくとも２つの領域の中及び外へのガスの流れを反映する
ように前記対象の呼吸中に変化するようにアニメーション化される、請求項４に記載のシ
ステム。
【請求項７】
　換気情報を表示するシステムにおいて、
　機械的に換気される対象の１つ又は複数の呼吸パラメータに関する情報を伝える出力信
号を受信する通信手段と、
　前記受信された出力信号に基づいて、前記対象の一回換気量の体積成分を決定する換気
パラメータ決定手段であって、前記体積成分が、肺胞死腔及び有効肺胞換気量を含み、前
記肺胞死腔が、肺胞を占めるが前記対象の肺における酸素交換に参加しない吸入ガスの体
積であり、前記有効肺胞換気量が、前記対象の肺における酸素交換に参加する吸入ガスの
体積である、当該換気パラメータ決定手段と、
　呼吸ごとに更新された換気情報を提供し、前記対象の診断及び／又は治療を向上させる
ように前記一回換気量及び前記体積成分並びに前記体積成分間の関係の分析をユーザに対
して直観的なものにする形で前記一回換気量及び前記体積成分をグラフィックで表す視覚
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的表現を表示するデータ表示手段と、
を有し、
　前記視覚的表現が、肺胞形状を絵で表すグラフィック要素を含み、前記グラフィック要
素の寸法が、前記一回換気量に対応し、前記グラフィック要素が、少なくとも２つの領域
を含み、前記少なくとも２つの領域が、前記肺胞死腔に対応する寸法を持つ第１の領域と
、前記有効肺胞換気量に対応する寸法を持つ第２の領域とを含む、システム。
【請求項８】
　前記視覚的表現が、前記一回換気量及び前記体積成分をテキストで表す計算コラムを含
み、前記一回換気量及び前記体積成分が、前記一回換気量と前記体積成分との間の算術関
係を伝える算術演算子を持つ前記計算コラム内に配置される、請求項７に記載のシステム
。
【請求項９】
　前記グラフィック要素は、前記グラフィック要素及び前記少なくとも２つの領域のそれ
ぞれの寸法が、呼吸中の前記少なくとも２つの領域の中及び外へのガスの流れを反映する
ように前記対象の呼吸中に変化するようにアニメーション化される、請求項７に記載のシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、呼吸速度、一回換気量（tidal volume）、及び／又は一回換気量の体積成分
（volumetric components）のテキスト及び／又はグラフィック表現を含む換気有効性の
直観的表示に関する。
【背景技術】
【０００２】
　対象の機械的換気中に、一回換気量、呼吸速度、及び／又は他の設定のような様々な設
定が、代謝を支援するのに十分な分時換気量（minute ventilation）を供給するように機
械的人工呼吸器において調整されることができる。前記供給される分時換気量は、換気さ
れるが、前記対象の肺におけるガス交換に参加しない気道及び肺胞を含む死腔の存在によ
り減少されることができる。死腔の体積を超過する換気は、ガス交換に対して利用可能で
あり、有効肺胞分時換気量と称されることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記有効肺胞分時換気量は、換気中のガス交換に対して重要である。例えば、機械的人
工呼吸器のユーザ（例えば、介護士、治療決定者等）が、死腔に対する換気の損失を考慮
せずに前記供給される分時換気量を設定する場合、前記対象は、不十分に換気されるかも
しれない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一態様は、換気情報を表示する方法に関する。前記方法は、機械的に換気され
る対象の１つ又は複数の呼吸パラメータに関する情報を持つ出力信号を受信するステップ
を含むことができる。前記方法は、前記受信された出力信号に基づいて、前記対象の一回
換気量の体積成分を決定するステップを含むことができる。前記体積成分は、肺胞死腔及
び有効肺胞換気量を含む。前記肺胞死腔は、肺胞を占めるが前記対象の肺における酸素交
換に参加しない吸入ガスの体積である。前記有効肺胞換気量は、前記対象の肺における酸
素交換に参加する吸入ガスの体積である。前記方法は、ユーザインタフェースを介して、
前記一回換気量及び前記体積成分をテキストで又はグラフィックで表現する視覚的表現を
表示するステップを含むことができる。
【０００５】
　本発明の他の態様は、換気情報を表示するシステムに関する。前記システムは、コンピ
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ュータプログラムモジュールを実行する１つ又は複数のプロセッサを含むことができる。
前記コンピュータプログラムモジュールは、機械的に換気される対象の１つ又は複数の呼
吸パラメータに関する情報を持つ出力信号を受信する通信モジュールを含むことができる
。前記コンピュータプログラムモジュールは、前記受信された出力信号に基づいて、前記
対象の一回換気量の体積成分を決定する換気パラメータ決定モジュールを含むことができ
る。前記体積成分は、肺胞死腔及び有効肺胞換気量を含むことができる。前記肺胞死腔は
、肺胞を占めるが前記対象の肺における酸素交換に参加しない吸入ガスの体積である。前
記有効肺胞換気量は、前記対象の肺における酸素交換に参加する吸入ガスの体積である。
前記コンピュータプログラムモジュールは、ユーザインタフェースを介して、前記一回換
気量及び前記体積成分をテキストで又はグラフィックで表す視覚的表現を表示することを
容易化するデータ表示モジュールを含むことができる。
【０００６】
　本発明の更に他の態様は、換気情報を表示するシステムに関する。前記システムは、機
械的に換気される対象の１つ又は複数の呼吸パラメータに関する情報を持つ出力信号を受
信する通信手段を含むことができる。前記システムは、前記受信された出力信号に基づい
て、前記対象の一回換気量の体積成分を決定する換気パラメータ決定手段を含むことがで
きる。前記体積成分は、肺胞死腔及び有効肺胞換気量を含むことができる。前記肺胞死腔
は、肺胞を占めるが前記対象の肺における酸素交換に参加しない吸入ガスの体積である。
前記有効肺胞換気量は、前記対象の肺における酸素交換に参加する吸入ガスの体積である
。前記システムは、前記一回換気量及び前記体積成分をテキストで又はグラフィックで表
す視覚的表現を表示するデータ表示手段を含むことができる。
【０００７】
　本発明のこれら及び他の目的、フィーチャ及び特徴並びに構成の関連する要素の動作及
び機能の方法、部分の組み合わせ、及び製造の経済性は、添付の図面を参照して以下の説
明及び添付の請求項の検討により、より明らかになり、前記図面の全てが、本願の一部を
形成し、同様の参照番号が様々な図の対応する部分を示す。本発明の一実施例において、
ここに示される構成成分は、一定の縮尺で描かれている。しかしながら、図面は、図示及
び説明の目的のみであり、本発明の限定ではないとはっきりと理解されるべきである。加
えて、ここで一実施例において示される又は説明される構造的フィーチャが、他の実施例
において同様に使用されることができると理解されるべきである。しかしながら、図面は
、図示及び説明の目的のみであり、本発明の限定の規定として意図されないとはっきりと
理解されるべきである。明細書及び請求項において使用される単数形の"ある"及び"その"
は、文脈が明らかに決定づけない限り、複数の指示対象を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】呼吸速度、一回換気量及び／又は一回換気量の体積成分をモニタする典型的なシ
ステムを示す。
【図２】一回換気量及びその体積成分をテキストで表す典型的な計算コラムを示す。
【図３】一回換気量及びその体積成分をグラフィックで表す典型的な積み重ね棒プロット
を示す。
【図４】少なくとも人間の呼吸器系の一部を絵で表し、呼吸速度、一回換気量及び／又は
一回換気量の体積成分に関する情報を持つ典型的なグラフィック要素を示す。
【図５】１つ又は複数の肺胞形状を絵で表し、呼吸速度、一回換気量及び／又は一回換気
量の体積成分に関する情報を持つ典型的なグラフィック要素を示す。
【図６】グラフィック要素の典型的なアニメーションのフレームを示す。
【図７】換気情報を表示する典型的な方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、本発明の典型的な実施例による、呼吸速度、一回換気量及び／又は一回換気量
の体積成分をモニタするシステム１００を示す。このようなモニタリングは、対象１０２
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の機械的換気中に実行されることができる。他の利点の中でも、対象１０２が十分に換気
されるように前記機械的人工呼吸器に適切な設定を使用するように機械的人工呼吸器及び
／又はシステム１００のユーザ（例えば、ユーザ、介護士、治療決定者等）を援助するた
めに、システム１００は、直感的に前記ユーザに換気情報を表示する。
【００１０】
　対象１０２に対して供給される一回換気量は、換気される対象１０２の肺又は肺の一部
のガス交換効率性によって異なる体積成分に分割されることができる。これらの体積成分
の例は、気道死腔、肺胞死腔、肺胞換気量、有効肺胞換気量及び／又は他の体積成分を含
む。前記気道死腔は、対象の外口と対象１０２の肺内の肺胞との間の気道の体積であり、
機械的人工呼吸器の装置死腔を含むことができる。前記肺胞死腔は、肺胞が肺血液ととも
に血液中のガスを交換するように十分に機能しない肺内の体積である。前記肺胞換気量は
、前記気道死腔を差し引いた前記一回換気量であり、前記有効肺胞換気量前記気道死腔及
び前記肺胞死腔を差し引いた前記一回換気量である。前記気道死腔は、呼吸中に実質的に
不変のままであるのに対し、前記肺胞死腔は、時間に対して変化することができるが、こ
れらの変化は、肺損傷ステータスが大幅に変化しない限り又は換気／かん流マッチングが
実質的に変更されない限り、特に動的ではない。
【００１１】
　前記一回換気量の前記体積成分は、体積カプノグラフィ、動脈血ガス測定、及び／又は
他の測定若しくは計算法により与えられることができ。前記一回換気量の体積成分は、例
えば、メインストリーム体積カプノメータからの関連情報が利用可能にされると、呼吸ご
とに更新されることができる。前記一回換気量成分は、テキスト及び／又はグラフィック
形式で呼吸ごとに表示されることができ、これは、このような情報及び前記体積成分間の
関係の分析を前記ユーザに対してより直感的にする。一部の実施例によると、呼吸運動は
、後続する呼吸の相対的サイズ、基準正常値、及び／又は対象１０２の換気に関する他の
情報を反映するグラフィック要素によりアニメーション化される。呼吸ごとの換気情報の
テキスト及び／又はグラフィック表示は、一体化された臨床決定を支援し、前記ユーザが
前記情報に対して行動する場合にタイムリーな更新を提供することができる。
【００１２】
　一部の実施例において、システム１００は、電子記憶部１０４、ユーザインタフェース
１０６、血液ガス情報インタフェース１０８、呼吸情報インタフェース１１０、プロセッ
サ１１２、及び／又は他の構成要素を含む。一実施例において、システム１００は、対象
１０２に治療を提供する１つ又は複数の構成要素を含む。例えば、システム１００は、対
象１０２による呼吸を容易化する人工呼吸器（図示されない）を含むことができる。前記
人工呼吸器の設定の１つ又は複数は、様々な換気情報の進行中の決定に基づいてプロセッ
サ１１２により自動的に調整されることができる。
【００１３】
　電子記憶部１０４は、情報を電子的に記憶する電子記憶部を有する。電子記憶部１０４
の電子記憶媒体は、例えば、ポート（例えば、ＵＳＢポート、ファイヤワイヤポート等）
又はドライブ（例えば、ディスクドライブ等）を介してシステム１００に取り外し可能に
接続可能である取り外し可能記憶部及び／又はシステム１００と一体的に（すなわち、実
質的に取り外し不可能）設けられるシステム記憶部の一方又は両方を含むことができる。
電子記憶部１０４は、光学的に読み取り可能な記憶媒体（例えば、光ディスク等）、磁気
的に読み取り可能な記憶媒体（例えば、磁気テープ、磁気ハードドライブ、フロッピー（
登録商標）ドライブ等）、電荷に基づく記憶媒体（例えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＡＭ等）、
半導体記憶媒体（例えば、フラッシュドライブ等）、及び／又は他の電子的に読み取り可
能な記憶媒体の１つ又は複数を含むことができる。電子記憶部１０４は、ソフトウェアア
ルゴリズム、プロセッサ１１２により決定される情報、ユーザインタフェース１０６を介
して受信される情報、及び／又はシステム１００がここに記載されるように機能すること
を可能にする他の情報を記憶することができる。電子記憶部１０４は、システム１００内
の別の構成要素であることができ、又は電子記憶部１０４は、システム１００の１つ又は
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複数の他の構成要素（例えば、プロセッサ１１２）と一体的に設けられることができる。
【００１４】
　ユーザインタフェース１０６は、システム１００と前記ユーザとの間のインタフェース
を提供し、これを介して、前記ユーザは、システム１００に情報を提供し、システム１０
０から情報を受信することができる。これは、まとめて"情報"と称される、データ、結果
、及び／又は命令並びに他の通信可能アイテムが前記ユーザとシステム１００との間で通
信されることを可能にする。ユーザインタフェース１０６に含めるのに適したインタフェ
ース装置の例は、キーパッド、ボタン、スイッチ、キーボード、ノブ、レバー、ディスプ
レイスクリーン、タッチスクリーン、スピーカ、マイクロフォン、インジケータライト、
可聴アラーム、プリンタ、及び／又は他のインタフェース装置の１つ又は複数を含む。
【００１５】
　有線又は無線のいずれかの他の通信技術も、本発明によりユーザインタフェース１０６
として考えられると理解されるべきである。例えば、本発明は、ユーザインタフェース１
０６が、電子記憶部１０４により提供される取り外し可能記憶インタフェースと一体化さ
れることができると考える。この例において、情報は、取り外し可能記憶部（例えば、ス
マートカード、フラッシュドライブ、取り外し可能ディスク等）からシステム１００にロ
ードされることができ、これは、前記ユーザがシステム１００の実施をカスタマイズする
ことを可能にする。ユーザインタフェース１０６としてシステム１００とともに使用する
のに適した他の典型的な入力装置及び技術は、ＲＳ－２３２ポート、ＲＦリンク、ＩＲリ
ンク、モデム（電話、又はケーブル等）を含むが、これらに限定されない。要するに、シ
ステム１００と情報を通信するいかなる技術も、本発明によりユーザインタフェース１０
６として考えられる。
【００１６】
　血液ガス情報インタフェース１０８は、血液ガス情報を受信する。血液ガス情報は、１
つ又は複数の血液ガスパラメータに関連する情報を含む。前記血液ガスパラメータは、対
象１０２の血液内の１つ又は複数の分子種の濃度（例えば、分圧）を示す。非限定的な例
によると、前記１つ又は複数の分子種は、酸素、二酸化炭素、重炭酸塩、及び／又は他の
分子種の１つ又は複数を含むことができる。一実施例において、血液ガス情報インタフェ
ース１０８は、電子ポート、リード、無線受信器、及び／又はシステム１００に対する血
液ガス情報の電子的受信を可能にする他の構成要素を含む。前記血液ガス情報は、前記１
つ又は複数の血液ガスパラメータを測定する検出器から電子的に受信されることができる
。一実施例において、血液ガス情報インタフェース１０８は、前記ユーザが前記血液ガス
情報を手動で入力することができるユーザインタフェース（例えば、ユーザインタフェー
ス１０６）を含む。一実施例において、血液ガス情報は、プリントアウト、患者カルテ、
日誌、及び／又は他の参考文献から手動で入力される。血液ガス情報インタフェース１０
８は、血液ガス情報及び／又は他の情報を伝える出力信号をシステム１００の１つ又は複
数の構成要素（例えば、プロセッサ１１２）に提供することができる。一部の実施例にお
いて、心臓情報インタフェース１１１は、電子ポート、リード、無線受信器、及び／又は
１つ又は複数のセンサからの心臓情報の電子的受信を可能にする他の構成要素を含む。
【００１７】
　呼吸情報インタフェース１１０は、呼吸情報を受信する。呼吸情報は、対象１０２の呼
吸の１つ又は複数の呼吸パラメータに関する情報を含む。前記１つ又は複数の呼吸パラメ
ータは、圧力、流速、一回換気量、肺胞換気量、組成（例えば、分圧、濃度等）、吐き出
された二酸化炭素、吐き出された酸素、呼吸速度、吐き出された二酸化炭素の体積、混合
された吐き出された二酸化炭素の割合、気道死腔、装置死腔、及び／又は他の呼吸パラメ
ータの１つ又は複数を含むことができる。呼吸情報インタフェース１１０は、呼吸情報及
び／又は他の情報を伝える出力信号をシステム１００の１つ又は複数の構成要素（例えば
、プロセッサ１１２）に提供することができる。一実施例において、呼吸情報インタフェ
ース１１０は、電子ポート、リード、無線受信器、及び／又は１つ又は複数のセンサ及び
／又は呼吸検出器１１４からの呼吸情報の電子的な受信を可能にする他の構成要素を含む
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。
【００１８】
　心臓情報インタフェース１１１は、心臓情報を受信する。心臓情報は、対象１０２の１
つ又は複数の心臓パラメータに関する情報を含む。前記１つ又は複数の心臓パラメータは
、心拍出量、肺毛細管血流、心拍数、末梢酸素飽和度（ＳpＯ2）、及び／又は他の心臓パ
ラメータの１つ又は複数を含むことができる。心臓情報インタフェース１１１は、心臓情
報及び／又は他の情報を伝える出力信号をシステム１００の１つ又は複数の他の構成要素
（例えば、プロセッサ１１２）に提供することができる。一部の実施例において、心臓情
報インタフェース１１１は、電子ポート、リード、無線受信器、及び／又は１つ又は複数
のセンサからの心臓情報の電子的な受信を可能にする他の構成要素を含む。
【００１９】
　呼吸検出器１１４は、対象１０２の気道からの、気道における又は気道の近くのガスを
得る。一部の実施例によると、呼吸検出器１１４は、前記得られたガスから取られた測定
値から得られる情報を伝える出力信号を生成することができ、これは、システム１００の
他の構成要素（例えば、プロセッサ１１２）に提供されることができる。一実施例におい
て、呼吸検出器１１４は、サンプリング室１１６及びセンサ１１８を含む。
【００２０】
　サンプリング室１１６は、対象１０２の気道において又は近くで得られたガスを受信す
る。前記ガスは、サンプリング室１１６を通って吸気口１２０から排気口１２２に流れる
。前記ガスは、対象インタフェースアプライアンス１２４及び／又は導管１２６を介して
サンプリング室１１６に運ばれる。対象インタフェースアプライアンス１２４は、密封さ
れた又は密封されていない形で対象１０２の気道の１つ又は複数の開口部にはめ込むこと
ができる。対象インタフェースアプライアンス１２４の一部の例は、例えば、気管内チュ
ーブ、鼻カニューレ、気管切開チューブ、鼻マスク、鼻／口マスク、フルフェイスマスク
、顔全体マスク、部分的再呼吸マスク、及び／又は対象の気道とガスの流れを伝える他の
インタフェースアプライアンスを含むことができる。本発明は、これらの例に限定されず
、いかなる対象インタフェースの実装も考える。前記サンプリング室は、導管１２６内に
直接的に配置されることができる。この構成において、ポンプ１２８は、必要とされなく
てもよい。
【００２１】
　導管１２６は、対象１０２の気道から、気道において又は気道の近くで対象インタフェ
ースアプライアンス１２４により得られるガスが導管１２６を介して吸気口１２０に提供
されるように対象インタフェースアプライアンス１２４と流体連通するサンプリング室１
１６の吸気口１２０を配置するように構成される。一実施例において、呼吸検出器１１４
は、サイドストリームサンプリングに対して構成される。この構成において、導管１２６
は、呼吸可能物質のソースと流体連通するように対象インタフェースアプライアンス１２
４を配置するように構成される。例えば、呼吸可能ガスの流れは、治療計画によって制御
される１つ又は複数のパラメータを持つ導管１２６を通って対象１０２に供給されること
ができる。制御される呼吸可能ガスの流れの１つ又は複数のパラメータは、圧力、流速、
組成、湿度、温度、及び／又は他のパラメータの１つ又は複数を含むことができる。一実
施例において、呼吸検出器１１４は、メインストリームサンプリングに対して構成される
。この構成において、サンプリング室１１６は、（図１に示されるように）横に配置され
るのではなく、導管１２６を通る流路内に配置される。呼吸検出器１１４がサイドストリ
ームサンプリングに対して構成される、又は導管１２６が対象１０２の気道に呼吸可能物
質の提供を提供しない一実施例において、ポンプ１２８は、吸気口１２０を通って導管１
２６からサンプリング室１１６にガスを引き込む。
【００２２】
　センサ１１８は、サンプリング室１１６内のガスの１つ又は複数のパラメータに関する
情報を伝える出力信号を生成する。非限定的な例によると、前記ガスの１つ又は複数のパ
ラメータは、組成、圧力、流速、及び／又は他のパラメータを含むことができる。一実施
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例において、サンプリング室１１６内のガスは、対象１０２の気道から、気道において又
は気道の近くで得られるので、センサ１１８により生成される出力信号は、呼吸情報イン
タフェース１１０を通ってシステム１００に通信される前記呼吸情報になる。一実施例に
おいて、サンプリング室１１６は、呼吸情報インタフェース１１０を通ってシステム１０
０に前記呼吸情報を通信する前にセンサ１１８の出力信号を（少なくとも事前に）処理す
る１つ又は複数の構成要素を含む。
【００２３】
　単一の構成要素としての図１におけるセンサ１１８の図示が、限定することを意図され
ないと理解される。一実施例において、センサ１１８は、複数のセンサを含む。更に、サ
ンプリング室１１６内のセンサ１１８の場所は、限定的であることを意図されない。セン
サ１１８は、導管１２６に、対象インタフェースアプライアンス１２４に、前記呼吸可能
物質のソースに、ポンプ１２８に又は近くに配置された、及び／又はサンプリング室１１
６の外の他の場所に配置された１つ又は複数の感知ユニットを含むことができる。例えば
、センサ１１８は、気道死腔、一回換気量、吐き出された二酸化炭素の体積、及び／又は
他のパラメータを測定するように導管１２６内に配置されたセンサを含むことができる。
【００２４】
　プロセッサ１１２は、システム１００において情報処理性能を提供する。このように、
プロセッサ１１２は、デジタルプロセッサ、アナログプロセッサ、情報を処理するように
設計されたデジタル回路、情報を処理するように設計されたアナログ回路、状態機械、及
び／又は情報を電子的に処理する他の機構の１つ又は複数を含むことができる。プロセッ
サ１１２が、図１において単一のエンティティとして示されているが、これは、説明目的
のみである。一部の実施例において、プロセッサ１１２は、複数の処理ユニットを含むこ
とができる。これらの処理ユニットは、同じ装置内に物理的に配置されることができるか
、又はプロセッサ１１２は、協働して動作する複数の装置の処理機能を表することができ
る。
【００２５】
　図１に示されるように、プロセッサ１１２は、１つ又は複数のコンピュータプログラム
モジュールを実行する。前記１つ又は複数のコンピュータプログラムモジュールは、通信
モジュール１３０、換気パラメータ決定モジュール１３２、データ表示モジュール１３４
、及び／又は他のモジュールの１つ又は複数を含むことができる。プロセッサ１１２は、
ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、ハードウェア及び／又は
ファームウェアの組み合わせ、及び／又はプロセッサ１１２における処理性能を構成する
他の機構によりモジュール１３０、１３２、及び／又は１３４を実行することができる。
【００２６】
　モジュール１３０、１３２及び１３４が、単一の処理ユニット内に共同配置されたもの
として図１に示されているが、プロセッサ１１２が複数の処理ユニットを含む実施例にお
いて、モジュール１３０、１３２及び／又は１３４の１つ又は複数が、他のモジュールか
ら離れて配置されることができると理解されるべきである。以下に記載されるモジュール
１３０、１３２及び／又は１３４により与えられる機能性の説明は、説明目的であり、限
定することを意図されず、モジュール１３０、１３２及び／又は１３４のいずれかが、記
載されるより多くの又は少ない機能性を提供することができる。例えば、１つ又は複数の
モジュール１３０、１３２及び／又は１３４は、除外されることができ、前記機能性の一
部又は全てが、モジュール１３０、１３２及び／又は１３４の他のものにより与えられる
ことができる。他の例として、プロセッサ１１２は、下でモジュール１３０、１３２及び
／又は１３４の１つに起因する機能性の一部又は全てを実行することができる１つ又は複
数の追加のモジュールを実行することができる。
【００２７】
　通信モジュール１３０は、１つ又は複数の心臓パラメータ、１つ又は複数の呼吸パラメ
ータ、及び／又は対象１２０に関連付けられた他のパラメータに関する情報を伝える出力
信号を受信することができる。このような出力信号は、血液ガス情報インタフェース１０
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８、呼吸情報インタフェース１１０、心臓情報インタフェース１１１、呼吸検出器１１４
、センサ１１８、システム１００の他の構成要素、及び／又は他のソースから受信される
ことができる。通信モジュール１３０は、ユーザインタフェース１０６とプロセッサ１１
２との間で情報を転送することができる。
【００２８】
　換気パラメータ決定モジュール１３２は、通信モジュール１３０により受信された出力
信号に基づいて、対象１０２の一回換気量の体積成分を決定することができる。前記体積
成分は、気道死腔、肺胞死腔、肺胞換気量、有効肺胞換気量、及び／又はは他の体積成分
の１つ又は複数を含むことができる。上で論じられたように、前記気道死腔は、対象１０
２の外口と対象１０２の肺内の肺胞との間の気道の体積であり、機械的人工呼吸器の装置
死腔を含むことができる。前記肺胞死腔は、肺胞を占めるが対象１０２の肺における酸素
交換に参加しない吸入ガスの体積である。一部の実施例において、前記肺胞死腔は、前記
肺胞換気量の割合又は百分率（例えば、５％又は１５％）として決定されることができる
。前記肺胞換気量は、前記気道死腔を差し引いた前記一回換気量である。前記有効肺胞換
気量は、マッチする血液かん流を持ち、対象１０２の肺におけるガス交換に参加する肺胞
換気量の体積部分である。
【００２９】
　対象１０２の死腔割合の決定は、１つ又は複数の体積成分を決定するために換気パラメ
ータ決定モジュール１３２により実行されることができる。一実施例において、換気パラ
メータ決定モジュール１３２は、以下の関係、
（１）　Ｖｄ／Ｖｔ＝（ＰａＣＯ2－ＰｅＣＯ2）／ＰａＣＯ2

によって対象１０２の死腔割合を決定し、ここでＶｄ／Ｖｔは、合計又は生理的死腔（す
なわち、気道死腔、肺胞死腔、及び／又は他の死腔の和）を表すＶｄと、一回換気量を表
すＶｔとの死腔割合を表し、ＰａＣＯ2は、動脈血内の二酸化炭素の分圧を表し、ＰｅＣ
Ｏ2は、所定の呼吸に対する混合された吐き出された二酸化炭素を表す（例えば、平均値
、平均、及び／又は他の集められた測定であることができ、又は単一の呼吸に対して測定
されることができる）。理解されるように、ＰａＣＯ2は、血液ガスパラメータであり、
ＰｅＣＯ2は、呼吸パラメータである。このように、死腔割合の所定の決定において、Ｐ
ａＣＯ2に対して使用される値は、"古い"（例えば、体積成分の以前の決定に対するもの
と同じ）ことができるのに対し、ＰｅＣＯ2に対して使用される値は"新しい"（例えば、
体積成分の以前の決定の以後に得られる）。死腔割合及び一回換気量から、合計又は生理
的死腔は、以下の関係、
（２）　Ｖｄ＝Ｖｔ・Ｖｄ／Ｖｔ
によって算出されることができる。
【００３０】
　一部の実施例において、前記気道死腔は、当業者に基地であるＦｏｗｌｅｒ死腔法を用
いて体積カプノグラフィ曲線から得られることができる。前記気道死腔を決定する他の方
法は、考えられ、本発明の範囲内である。前述のように、前記肺胞換気量は、前記気道死
腔を差し引いた前記一回換気量である。前記気道死腔（及び適用可能であれば前記装置死
腔）は、前記肺胞死腔を生じるように前記合計又は生理的死腔から減算される。前記肺胞
死腔を差し引いた前記肺胞換気量は、前記有効肺胞換気量に等しい。
【００３１】
　上記の体積成分を決定するのに使用される特定の関係が、限定的であることを意図され
ないと理解される。本開示の範囲は、体積成分の更新された決定が、新しい呼吸情報、血
液ガス情報及び／又は体積成分の１つ又は複数の現在の又は依然の決定に使用された他の
情報に基づいてなされることを可能にする他の関係を少なくとも含む。
【００３２】
　データ表示モジュール１３４は、換気情報を表示することができる。このような換気情
報は、呼吸速度、一回換気量、一回換気量の体積成分、及び／又は対象１０２の換気に関
する他の情報を含むことができる。データ表示モジュール１３４は、ユーザインタフェー
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ス１０６を介して前記換気情報を表示することができる。これは、実質的に進行中の形で
前記ユーザに更新された換気情報を提供することができる。これは、前記ユーザによる対
象１０２の診断及び／又は治療を向上させうる。前記表示される換気情報は、前記換気情
報の１つ又は複数の視覚的表現を含むことができる。例えば、視覚的表現は、前記一回換
気量をテキストで又はグラフィックで表することができる。視覚的表現は、前記体積成分
を互いに別々にテキストで又はグラフィックで表することができる。一部の実施例におい
て、データ表示モジュール１３４は、基準換気量を表すインジケータ、体積成分の基準値
、及び／又は１つ又は複数の以前の呼吸及び／又は公開された生理的データに基づきうる
他の基準パラメータを提供することができる。
【００３３】
　一部の実施例によると、データ表示モジュール１３４により表示される視覚的表現は、
前記一回換気量及び前記体積成分をテキストで表す計算コラム（math column）を含むこ
とができる。このように、前記一回換気量及び前記体積成分は、前記一回換気量と前記体
積成分との間の算術関係を伝える算術演算子を用いて計算コラム内に配置されることがで
きる。典型的な計算コラムは、図２に関連して説明される。
【００３４】
　データ表示モジュール１３４により表示される視覚的表現は、一部の実施例において、
前記一回換気量及び前記体積成分をグラフィックで表す積み重ね棒プロットを含むことが
できる。前記積み重ね棒プロットは、１つ又は複数の棒を含むことができ、前記１つ又は
複数の棒の個別のものが、異なる時間間隔における前記一回換気量を表す。前記１つ又は
複数の棒の個別のものは、ベースラインから積み重ねられた少なくとも２つの棒セグメン
トを含むことができる。前記少なくとも２つの棒セグメントは、前記ベースラインから最
も遠くに積み重ねられた第１の棒セグメントを含むことができる。前記第１の棒セグメン
トは、前記有効肺胞換気量を表することができる。典型的な積み重ね棒プロットは、図３
に関連して説明される。
【００３５】
　一部の実施例によると、データ表示モジュール１３４により表示される視覚的表現は、
時間ベースの一連の画像を含むことができる。前記画像内の領域は、一回換気量、１つ又
は複数の体積成分、及び／又は他のパラメータに比例することができる。前記一連の画像
は、個別に、アレイとして、アニメーション化されたシーケンスとして、及び／又は他の
フォーマットで見られることができる。
【００３６】
　一部の実施例において、データ表示モジュール１３４により表示される視覚的表現は、
人間の呼吸器系の少なくとも一部を絵で表すグラフィック要素を含むことができる。全体
として前記グラフィック要素の寸法は、前記一回換気量に対応することができる。このよ
うなグラフィック要素は、少なくとも２つの領域を含むことができる。前記少なくとも２
つの領域は、前記肺胞死腔に対応する寸法を持つ第１の領域と、前記有効肺胞換気量に対
応する寸法を持つ第２の領域とを含むことができる。前記グラフィック要素は、前記グラ
フィック要素及び前記少なくとも２つの領域のそれぞれの寸法が、呼吸中の前記少なくと
も２つの領域の中及び外へのガスの流れを反映するように前記対象の呼吸中に変化するよ
うにアニメーション化されることができる。人間の呼吸器系の少なくとも一部を絵で表す
典型的なグラフィック要素は、図４に関連して説明される。
【００３７】
　一部の実施例において、データ表示モジュール１３４により表示される視覚的表現は、
１つ又は複数の肺胞形状を絵で表すグラフィック要素を含むことができる。前記グラフィ
ック要素の寸法は、前記一回換気量に対応することができる。前記グラフィック要素は、
少なくとも２つの領域を含むことができる。前記少なくとも２つの領域は、前記肺胞死腔
に対応する寸法を持つ第１の領域と、前記有効肺胞換気量に対応する寸法を持つ第２の領
域とを含むことができる。前記グラフィック要素は、前記グラフィック要素及び前記少な
くとも２つの領域のそれぞれの寸法が、呼吸中の前記少なくとも２つの領域の中及び外へ
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のガスの流れを反映するように前記対象の呼吸中に変化するように、アニメーション化さ
れることができる。１つ又は複数の肺胞形状を絵で表す典型的なグラフィック要素は、図
５に関連して説明される。
【００３８】
　データ表示モジュール１３４は、同じ換気情報の複数の視覚的表現を表示することがで
きる。例えば、データ表示モジュール１３４は、計算コラム、積み重ね棒プロット、人間
の呼吸器系の少なくとも一部を絵で表すグラフィック要素、肺胞形状を絵で表すグラフィ
ック要素、及び／又は他の視覚的表現の複数のものを表示することができる。前記複数の
視覚的表現及び／又はそれらの部分は、例えば、色、テクスチャ及び／又は他の視覚的区
別により、外観において調整されることができる。これは、換気情報を対象１０２の個別
の呼吸に関連付けるように、換気情報を時間に対する呼吸の傾向に関連付けるように、及
び／又は他の目的で前記換気情報を使用するように、前記ユーザが異なる視覚的表現によ
り伝えられる体積成分を容易に識別することを可能にすることができる。
【００３９】
　データ表示モジュール１３４は、換気情報以外に対象１０２に関連付けられた情報を表
示することができる。例えば、ステータスモジュール１３４は、有効なガス交換に関連す
るので、血液かん流情報をテキストで又はグラフィックで表示することができる。このよ
うな情報は、心拍出量の大きさ、シャントの大きさ、血液の酸素飽和度、心拍数、及び／
又は他の情報の１つ又は複数を含むことができる。
【００４０】
　図２は、一回換気量及びその体積成分をテキストで表す典型的な計算コラム２００を示
す。計算コラム２００は、ユーザインタフェース１０６を介して前記ユーザに表示される
ことができる。図２に描かれるように、計算コラム２００は、対応するフィールドラベル
２１２に沿って、フィールド２０２、フィールド２０４、フィールド２０６、フィールド
２０８及びフィールド２１０を含む。フィールド２０２－２１０の１つ又は複数は、計算
コラム２００から省略されてもよく、又はフィールド２０２－２１０の他の物と組み合わ
せられてもよい。対応するフィールドラベルを持つ又は持たない追加フィールドは、計算
コラム２００に含められることができる。一部の実施例において、フィールドラベル２１
２は、省略されてもよく、又は対応するフィールドに関連する他の視覚的指示（例えば、
アイコン、他のグラフィックラベル、及び／又は他のテキストラベル）を含むことができ
る。フィールド２０２－２１０及び／又はフィールドラベル２１２は、例えば、色、テク
スチャ、及び／又は他の視覚的区別により、外観において調整されることができる。この
ような外観調整は、ユーザインタフェース１０６により表示される１つ又は複数の他の視
覚的表現と調和することができる。
【００４１】
　図２に描かれる実施例によると、フィールド２０２は、対象１０２の一回換気量（"３
８４"がサンプル値である）を表示し、Ｖｔeとしてラベル付けされる。フィールド２０４
は、対象１０２の気道死腔（"１６９"がサンプル値である）を表示し、Ｖｄawとしてラベ
ル付けされる。フィールド２０６は、対象１０２の肺胞換気量（"２１５"がサンプル値で
ある）を表示し、Ｖｔalvとしてラベル付けされる。フィールド２０８は、対象１０２の
肺胞死腔（"４２"がサンプル値である）を表示し、Ｖｄalvとしてラベル付けされる。フ
ィールド２１０は、対象１０２の有効肺胞換気量（"１７３"がサンプル値である）を表示
し、Ｖｔeffalvとしてラベル付けされる。
【００４２】
　前記一回換気量及び／又は前記体積成分の間の算術関係は、計算コラム２００により定
量的に伝えられることができる。図２において、前記算術関係は、前記一回換気量が、前
記体積成分の和に等しいことである。プラス記号（例えば、"＋"）、マイナス記号（例え
ば、"－"）、乗算記号（例えば、"×"）、除算記号（例えば、"÷"）、及び／又は他の演
算子のような算術演算子が、算術関係を伝えるのに使用されることができる。計算コラム
２００において、フィールド２０４内の値は、フィールド２０６内の値を生じるようにフ
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ィールド２０２内の数値から減算される。この演算は、フィールド２０４の傍らのマイナ
ス記号により示される。同様に、フィールド２０８内の値は、フィールド２１０内の値を
生じるようにフィールド２０６内の値から減算される。この演算は、フィールド２０８の
傍らのマイナス記号により示される。
【００４３】
　フィールド２０２－２１０の構成から、前記ユーザは、例えば、対象１０２が有効肺胞
換気量を受けるために、対象１０２に供給される一回換気量が、前記気道死腔及び前記肺
胞死腔の和より大きくなくてはならないことを直感的に決定することができる。図２に描
かれたフィールド２０２－２１０の構成は、限定的であることを意図されず、他の構成が
考えられる。例えば、計算コラム２００の要素は、同じ算術関係を他の形式で、又は１つ
又は複数の前記一回換気量、１つ又は複数の前記体積成分の間の異なる関係、及び／又は
他の情報を示すように構成されることができる。
【００４４】
　図３は、一回換気量及びその体積成分をグラフィックで表す典型的な積み重ね棒プロッ
ト３００を示す。積み重ね棒プロット３００は、ユーザインタフェース１０６を介して前
記ユーザに表示されることができる。図３に描かれるように、積み重ね棒プロット３００
は、棒３０２のような複数の棒を含む。積み重ね棒プロット３００に含まれる個別の前記
棒は、異なる時間間隔における換気情報を表す。積み重ね棒プロット３００に含まれる個
別の前記棒は、棒セグメント３０４のような３つの棒セグメントを含む。一部の実施例に
おいて、積み重ね棒プロット３００に含まれる個別の前記棒は、２以上の棒セグメントを
含む。前記棒セグメントは、例えば、色、テクスチャ、及び／又は他の視覚的区別により
、外観において調整されることができる。このような外観調整は、ユーザインタフェース
１０６により表示される１つ又は複数の他の視覚的表現と調和することができる。積み重
ね棒プロット３００は、どの特定の情報が様々な棒及び／又は棒セグメントに対応するか
を伝えるように凡例３０６を含むことができる。
【００４５】
　図３に描かれる実施例によると、所定の棒に対する棒セグメントは、ベースライン３０
８に最も近く積み重ねられた棒セグメントが、前記気道死腔を表し、当該棒セグメントの
上に積み重ねられた棒セグメントが、前記肺胞死腔を表し、ベースライン３０８から最も
遠くに積み重ねられた棒セグメントが、前記有効肺胞換気量を表すように構成される。所
定の棒の合計高さは、一回換気量を表することができる。このように、前記一回換気量は
、前記体積成分の和に等しいので、前記一回換気量及び／又は前記体積成分の間の算術関
係は、積み重ね棒プロット３００により伝えられることができる。一部の実施例は、１つ
又は複数の棒セグメント（例えば、気道死腔を表す棒セグメント）に一定値を割り当てる
ことができる。一部の実施例において、気道死腔は、表示されることができず、所定の棒
の合計高さは、肺胞換気量を表することができる。
【００４６】
　図４は、人間の呼吸器系の少なくとも一部を絵で表し、呼吸速度、一回換気量、及び／
又は一回換気量の体積成分に関する情報を伝える典型的なグラフィック要素４００を示す
。図４において、前記人間の呼吸器系の少なくとも一部は、肺の形状により表される肺を
含む。図４に描かれる実施例において、グラフィック要素４００は、対象１０２の肺のよ
うな肺を絵で表す。グラフィック要素４００の全体的なサイズ又は他の寸法は、一回換気
量を表す。グラフィック要素４００は、領域４０２、領域４０４、領域４０６及び／又は
他の領域を含む。領域４０２－４０６の１つ又は複数は、グラフィック要素４００から省
略される、領域４０２－４０６の他のものと組み合わせられる、又はグラフィック要素４
００内に異なって配置されることができる。領域４０２－４０６、他の領域、及び／又は
グラフィック要素４００の他の可視の態様は、例えば、色、テクスチャ、及び／又は他の
視覚的区別により、外観において調整されることができる。このような外観調整は、ユー
ザインタフェース１０６により表示される１つ又は複数の他の視覚的表現と調和すること
ができる。
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【００４７】
　図４に描かれる実施例によると、領域４０２は、気道死腔を表し、領域４０４は、肺胞
死腔を表し、領域４０６は、有効肺胞換気量を表す。領域４０２－４０６の相対的なサイ
ズ、面積又は他の寸法は、領域４０２－４０６に関連付けられた体積成分に対する値に定
性的に又は定量的に対応することができる。グラフィック要素４００は、領域４０２－４
０６及び／又はグラフィック要素４００自体の特定の特性（例えば、サイズ、色等）が対
象１０２の呼吸中に変化するようにアニメーション化されることができる。例えば、領域
４０２－４０６の面積は、呼吸中の領域４０２－４０６の中及び外へのガスの流れを反映
するように対象１０２の呼吸中に色で塗りつぶされる及び／又は増加することができる。
グラフィック要素４００のアニメーションは、呼吸ごとに実行されることができる。この
ように、グラフィック要素４００及び／又は領域４０２－４０６の拡張及び収縮は、対象
１０２の呼吸速度に関係している。領域４０２－４０６の１つ又は複数に対する基準正常
値は、グラフィック要素４００に含められることができる。一部の実施例において、対象
１０２の所定の体重に対する理想的な一回換気量は、１つ又は複数の領域（図示されない
）により表されることができる。グラフィック要素４００は、２つの連続した呼吸の間の
体積差、モニタされた呼吸と基準データとの間の体積差、及び／又は他の情報を表す１つ
又は複数の領域を含むことができる。グラフィック要素の典型的なアニメーションは、図
６に関連して以下に説明される。
【００４８】
　グラフィック要素４００は、かん流領域４０８、かん流領域４１０、かん流領域４１２
、及び／又は他のかん流領域を含むことができる。かん流領域４０８－４１２は、対象１
０２の肺を通る血流を表す。より具体的には、かん流領域４０８は、対象１０２の他の部
分から肺に戻る非酸素化血液を表す。かん流領域４１０は、換気された肺胞にマッチされ
る肺の前記かん流領域を流れるので、肺におけるガス交換により酸素化される血液を表す
。かん流領域４１２は、肺の換気部分をバイパスし、したがって酸素化されない血液を表
す。かん流領域４１２は、様々な実施例における肺形状内又は外に配置されることができ
る。かん流領域４０８－４１２により伝達される情報は、血液ガス情報インタフェース１
０８、心臓情報インタフェース１１１、及び／又は他のソースから得られることができる
。
【００４９】
　かん流領域４０８がかん流領域４１０に接触する点４１４の位置は、対象１０２の肺が
血流に酸素を供給するのにどれだけ効果的であるかを示することができる。一実施例にお
いて、例えば、肺が血液を酸素化するのに良好である場合に、点４１４の位置は、図４に
描かれる点４１４の位置と同様でありうる。肺が血液を酸素化するのに不十分である場合
、点４１４の位置は、図４に描かれる点４１４の位置に対して右にシフトされることがで
きる。血流速度、心拍数、及び／又は他の因子は、かん流領域４０８－４１２の１つ又は
複数の寸法（例えば、幅）又はアニメーション（例えば、拍動運動）により表されること
ができる。
【００５０】
　図５は、１つ又は複数の肺胞形状を絵で表し、呼吸速度、一回換気量、及び／又は一回
換気量の体積成分に関する情報を伝える典型的なグラフィック要素５００を示す。グラフ
ィック要素５００は、領域５０２、領域５０４、領域５０６、及び／又は他の領域を含む
。領域５０２－５０６の１つ又は複数は、グラフィック要素５００から省略されてもよく
、又は領域５０２－５０６の他のものと組み合わせられてもよい。グラフィック要素５０
０の領域５０２－５０６、他の領域、及び／又は他の可視の態様は、例えば、色、テクス
チャ、及び／又は他の視覚的区別により、外観において調整されることができる。このよ
うな外観調整は、ユーザインタフェース１０６により表示される１つ又は複数の他の視覚
的表現と調和することができる。
【００５１】
　図５に描かれる実施例によると、領域５０２は、気道死腔を表し、領域５０４は、肺胞
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死腔を表し、領域５０６は、有効肺胞換気量を表す。領域５０２－５０６の相対的なサイ
ズ、面積又は他の寸法は、領域５０２－５０６に関連付けられた体積成分に対する値に定
性的に又は定量的に対応することができる。グラフィック要素５００は、領域５０２－５
０６の特定の特徴（例えば、サイズ、色等）及び／又はグラフィック要素５００自体が、
対象１０２の呼吸中に変化するようにアニメーション化されることができる。例えば、領
域５０２－５０６の面積は、呼吸中の領域５０２－５０６の中及び外へのガスの流れを反
映するように対象１０２の呼吸中に増加することができる及び／又は色で塗りつぶされる
ことができる。グラフィック要素５００のアニメーションは、呼吸ごとに実行されること
ができる。このように、グラフィック要素５００及び／又は領域５０２－５０６の拡張及
び収縮は、対象１０２の呼吸速度に関係することができる。基準円５０８は、呼気後に、
前記有効肺胞換気量対象１０２による以前の呼吸に対してどれだけ大きいかを示すること
ができる。領域５０２－５０６の１つ又は複数に対する基準正常値は、グラフィック要素
５００に含められることができる。グラフィック要素５００は、２つの連続した呼吸の間
の体積差、モニタされた呼吸と基準データとの間の体積差、及び／又は他の情報を表す１
つ又は複数の領域を含むことができる。グラフィック要素の典型的なアニメーションは、
図６に関連して説明される。
【００５２】
　グラフィック要素５００は、かん流領域５１０、かん流領域５１２、かん流領域５１４
、及び／又は他のかん流領域を含むことができる。かん流領域５１０－５１４は、対象１
０２の肺を通る血流を表す。より具体的には、かん流領域５１０は、対象１０２の他の部
分から肺に戻る非酸素化血液を表す。かん流領域５１２は、換気された肺胞にマッチされ
る肺の前記かん流領域を流れ、肺におけるガス交換により酸素化される血液を表す。かん
流領域５１４は、肺の換気部分をバイパスし、したがって酸素化されない血液を表す。か
ん流領域５１０－５１４により伝えられる情報は、血液ガス情報インタフェース１０８、
心臓情報インタフェース１１１、及び／又は他のソースから得られることができる。
【００５３】
　かん流領域５１０がかん流領域５１２に接触する点５１６の位置は、対象１０２の肺が
血流に酸素を供給するのにどれだけ効果的であるかを示することができる。一実施例にお
いて、例えば、肺が血液を酸素化するのに良好である場合、点５１６の位置は、図４に描
かれる点５１６の位置と同様でありうる。肺が血液を酸素化するのに不十分である場合、
点５１６の位置は、図４に描かれる点５１６の位置に対して右にシフトされることができ
る。血流速度、心拍数、及び／又は他の因子は、かん流領域５１０－５１４の１つ又は複
数の寸法（例えば、幅）又はアニメーション（例えば、拍動運動）により表されることが
できる。
【００５４】
　図６は、グラフィック要素６０２の典型的なアニメーションのフレーム６００を示す。
図６に描かれるように、フレーム６００は、人間の呼吸器系の少なくとも一部を絵で表し
、呼吸速度、一回換気量、及び／又は一回換気量の体積成分に関する情報を伝える。フレ
ーム６００におけるグラフィック要素６０２は、一般に、図４に描かれるグラフィック要
素４００に対応するが、グラフィック要素のアニメーション化に対してここで論じられる
概念は、図２－５に関連して説明されたもののような他の視覚的表現及び／又は換気情報
の他の視覚的表現に適用可能である。図６において、フレーム６００は、フレーム６０４
、フレーム６０６、フレーム６０８、及びフレーム６１２を含むが、しかしながら、より
多い又は少ないフレームが、グラフィック要素６０２のアニメーション中に使用されるこ
とができる。
【００５５】
　フレーム６０４－６１２に示されるグラフィック要素６０２は、気道死腔を表す領域６
１４、肺胞死腔を表す領域６１６、有効肺胞換気量を表す領域６１８、対象１０２の他の
部分から肺に戻る非酸素化血液を表すかん流領域６２０、換気された肺胞にマッチされる
肺の前記かん流領域を流れ、肺におけるガス交換により酸素化される血液を表すかん流領
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域６２２、肺の換気部分をバイパスし、したがって酸素化されない血液を表すかん流領域
６２４を含む。グラフィック要素６０２の１つ又は複数の領域（例えば、領域６１４－６
１８、かん流領域６２０－６２４、及び／又は他の領域）は、グラフィック要素６０２か
ら省略されてもよく、又は前記領域の他のものと組み合わせられてもよい。領域６１４－
６１８、かん流領域６２０－６２４、及び／又はグラフィック要素６０２の他の可視の態
様は、例えば、色、テクスチャ、及び／又は他の視覚的区別により、外観において調整さ
れることができる。このような外観調整は、ユーザインタフェース１０６により表示され
る１つ又は複数の他の視覚的表現と調和することができる。
【００５６】
　フレーム６０４は、ガスが肺まで気道を満たし始める、対象１０２の呼吸サイクルの早
い時点を表す。領域６１４は、部分的に満たされているとみなされることができる。フレ
ーム６０６は、対象１０２の呼吸サイクルの後の時点を表す。領域６１４は、フレーム６
０４に対して、更に満たされる。呼吸ガスの吸入及び血液の拍動のため、フレーム６０４
に対して、グラフィック要素６０２の全体的なサイズは増加され、かん流領域６２０及び
６２２の幅が増加される。フレーム６０８は、対象１０２の呼吸サイクルの更に後の時点
を表す。領域６１４は、完全に満たされ、領域６１６は、部分的に満たされる。グラフィ
ック要素６０２の全体的なサイズは、フレーム６０６に対して、増加される。フレーム６
１０は、対象１０２の呼吸サイクルの更に後の時点を表す。領域６１６が完全に満たされ
、領域６１８は、吸入された呼吸ガスにより部分的に満たされる。一部の実施例において
、領域６１６及び６１８は、同じ速度で満たされることができる。かん流領域６２０及び
６２２の幅は、心拍数によって減少され、グラフィック要素６０２の全体的なサイズは、
続行される吸入によってフレーム６０８に対して、増加される。フレーム６１２は、対象
１０２の呼吸サイクルの更に後の時点を表す。領域６１８は、呼吸中に到達される最大レ
ベルまで満たされ、グラフィック要素６０２の全体的なサイズは、フレーム６１０に対し
て、増加される。
【００５７】
　一部の実施例は、以前の呼吸の吸入体積を表す指示（例えば、線又は他の形状）を含む
ことができる。一部の実施例において、領域６１４は、最初に満たされることができ、こ
の後に、他の領域が同時に満たされることができる。１つ又は複数の領域に対する相対的
な充填体積、１つ又は複数の以前の呼吸の平均体積、１つ又は複数の以前の呼吸の平均値
、及び／又は他の情報のような情報は、グラフィック要素６０２により表されることがで
きる。所定の呼吸が自発的であるか又は機械的に供給されるかの指示は、一部の実施例に
おいて、グラフィック要素６０２により表されることができる。
【００５８】
　図７は、換気情報を表示する典型的な方法７００を示すフローチャートである。以下に
示される方法７００の動作は、説明的であることを意図される。一部の実施例において、
方法７００は、記載されていない１つ又は複数の追加の動作を用いて、及び／又は論じら
れた動作の１つ又は複数を用いずに達成されることができる。加えて、方法７００の動作
が図７に示され、以下に記載される順序は、限定的であることを意図されない。
【００５９】
　一部の実施例において、方法７００は、１つ又は複数の処理装置（例えば、デジタルプ
ロセッサ、アナログプロセッサ、情報を処理するように設計されたデジタル回路、情報を
処理するように設計されたアナログ回路、状態機械、及び／又は情報を電子的に処理する
他の機構）において実施されることができる。前記１つ又は複数の処理装置は、電子記憶
媒体に電子的に記憶された命令に応答して方法７００の動作の一部又は全てを実行する１
つ又は複数の装置を含むことができる。前記１つ又は複数の処理装置は、ハードウェア、
ファームウェア及び／又はソフトウェアにより方法７００の動作の１つ又は複数の実行に
対して特に設計される１つ又は複数の装置を含むことができる。
【００６０】
　動作７０２において、機械的に換気される対象の１つ又は複数の呼吸パラメータに関す
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て、動作７０２を実行するように実行されることができる。
【００６１】
　動作７０４において、前記受信された出力信号に基づいて、前記対象の一回換気量の体
積成分が、決定される。前記体積成分は、肺胞死腔、有効肺胞換気量、及び／又は他の体
積成分を含むことができる。一部の実施例によると、換気パラメータ決定モジュール１３
２は、動作７０４を実行するように実行されることができる。
【００６２】
　動作７０６において、ユーザインタフェースを介して、視覚的表現が、表示される。前
記視覚的表現は、前記一回換気量をテキストで又はグラフィックで表することができる。
前記視覚的表現は、互いに別々に前記体積成分をテキストで又はグラフィックで表するこ
とができる。動作７０６は、一部の実施例において、データ表示モジュール１３４の実行
により実行されることができる。
【００６３】
　本発明は、最も実際的かつ好適な実施例であると現在みなされているものに基づいて説
明の目的に対して詳細に説明されているが、このような詳細は、単に当該目的に対するも
のであり、本発明が、開示された実施例に限定されないが、対照的に、添付の請求項の範
囲及び精神内である修正例及び同等の構成をカバーすることを意図されると理解されるべ
きである。例えば、本発明は、可能な範囲で、実施例の１つ又は複数のフィーチャが、他
の実施例の１つ又は複数のフィーチャと組み合わせられることができると理解されるべき
である。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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